
 野村不動産ホールディングス 株式会社の木材利用の促進に関する構想
「森を、つなぐ」東京プロジェクトの推進による、都内及びその近郊を中心とする木材
サプライチェーン構築、及び「つなぐ森」から生産された木材の積極的な活用に取り
組むことで、森林資源の循環や生産・利用を促進し、脱炭素、生物多様性及び人権
等、昨今のグローバルイシューの解決に貢献する。

 野村不動産ホールディングス 株式会社の構想の達成に向けた取組の内容
・「つなぐ森」における森林管理認証の取得等、適正な森林整備及び管理を通じた、
安定的木材生産の実施及び二酸化炭素吸収量の向上、生物多様性保全への貢献

・木材安定供給に向けたサプライチェーン構築に伴う、不動産開発事業等への木材利
用及び国産木材を使用した建築資材に関する研究開発の実施による炭素貯蔵量の
増加、及びサプライチェーンにおける労働環境等の把握を含むトレーサビリティの確保

・プレスリリース等を通じた社外への積極的な広報・ＰＲの実施、及び関係機関との
連携・共創を通じた先導的な事例の構築

 構想の達成のための東京都による支援
・野村不動産ホールディングス株式会社への情報共有・意見交換への協力
・野村不動産ホールディングス株式会社の取組の周知・広報に関する協力

野村不動産ホールディングス株式会社 × 東京都

「森を、つなぐ」東京プロジェクトに関する建築物木材利用促進協定

協定締結日：令和５年10月31日
有効期間：協定締結日から

令和10年３月末まで
対象区域：東京都内

野村不動産ホールディングス株式会社は、「つなぐ森」から生産された木材を建築物等に積極的に活
用していくことで、森林資源の循環や生産・利用を促進し、昨今のグローバルイシューの解決に取り
組むため、東京都と協定を締結しました。
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